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鶴尾隆教授　秋の紫綬褒章を受章

分子細胞生物学研究所
の鶴尾隆教授が本年秋の
紫綬褒章を受章されまし
た。鶴尾隆教授は、癌化
学療法学の分野において、
抗癌剤多剤耐性をはじめ
とする抗癌剤耐性の分子
機構を解明し、さらにそ
の分子機構を標的として
抗癌剤耐性を克服する治
療法を開発することによ
り、癌分子標的治療の発
展に多大な貢献をしてきました。
まず抗癌剤多剤耐性の研究では、耐性癌細胞の細胞膜

にＰ糖蛋白質が発現し、多くの抗癌剤を細胞外に排出す
るポンプとして機能していることを明らかにしました。
このＰ糖蛋白質の機能を阻害することにより多剤耐性を
克服できることを世界で初めて証明し、MS209など耐性
克服薬を開発しました。またＰ糖蛋白質の生理機能の研
究では、Ｐ糖蛋白質が脳毛細血管内皮、肝臓、腎臓等に
発現しており、脳毛細血管内皮のＰ糖蛋白質が血液脳関
門として機能していることを明らかにしました。これは
Ｐ糖蛋白質をはじめとするABCトランスポーターが薬
剤の体内動態制御に重要な機能を持つことを示した研究
であり、その後の薬剤相互作用研究の分子基盤を解析す
る道を拓きました。
抗癌剤による細胞死の研究では、カスパーゼ活性化が

抗癌剤によるアポトーシスに必要であることを明らかに
し、アポトーシス制御機構の異常が抗癌剤耐性の原因と
なることを示しました。またPI3K-PDK1-AKTなどの細
胞生存シグナルによりアポトーシスが抑制され、この経
路の細胞生存シグナルが癌治療の新しい分子標的となる
ことを明らかにしました。疾患遺伝子研究では癌のテー
ラーメード治療を目指した遺伝子解析を行い、癌細胞の
遺伝子発現プロファイルを解析することによりグリベッ
ク等の抗癌剤が効く癌と効かない癌を診断する技術を開
発しました。
以上のように鶴尾教授の研究は、抗癌剤が効かない難

治性癌の治療に論理的道筋をつけた業績として国際的に
高く評価されています。また、鶴尾教授は文部科学省癌
特定領域研究の総括責任者等を務め、日本の癌研究全体
の推進においても多大な貢献をしました。

（分子細胞生物学研究所　内藤幹彦）

柏キャンパス一般公開開催される

10月28日（金）、29日（土）の両日にわたり柏キャン
パス（新領域創成科学研究科、宇宙線研究所、物性研究
所、人工物工学研究センター、空間情報科学研究センタ
ー、高温プラズマ研究センター、気候システム研究セン
ター、環境安全研究センター柏支所、柏図書館）及び柏
Ⅱキャンパス（生涯スポーツ健康科学研究センター）に
おいて、一般公開が開催された。

この一般公開は、地域・社会との連携・交流や知的啓
発を目指して、柏キャンパスへ移転した当初から実施さ
れてきたものである。特に６年目となった今年は「つく
ばエクスプレス」が開業して、柏の葉キャンパス駅から
の送迎バスも運行され、好評であった。

公開内容はキャンパス主催の特別講演会（柏図書館）
開催をはじめ、各部局とも、日頃の研究成果の紹介、実
験コーナー、特別企画及び講演等、それぞれ特色ある催
しが行われた。特に、物性研究所及び新領域創成科学研
究科基盤棟で行われた「ガイドツアー（スタッフによる
見どころ案内）」は、毎回、参加者多数で好評であった。

キャンパス正面の横断幕

送迎バスから会場に向かう来場者
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両日とも家族連れが目立ったが、特に１日目は、学校
行事として貸切バスで訪れた高校生をはじめ、千葉県内
のみならず近県からも多数訪れた中・高校生が熱心にメ
モを取るなど、課外授業のような雰囲気であった。

首都圏新都市鉄道㈱（つくばエクスプレス）をはじめ、
柏市、流山市など地域の方々の協力による宣伝効果もあ
り、また、天気予報では雨とされていた２日目が一時的
な小雨程度であったこともあり、２日間を通して約
4,000名もの方々が訪れ、地域に開かれたキャンパスの
雰囲気が感じられた。
来場者はキャンパスの広さ、建物の斬新さや先端研究

についての丁寧な説明や展示、実験体験等に大いに感心
している様子で、皆さん、満足げな表情をされていた。

学生部

知の創造的摩擦プロジェクト第一回交流会
「キャリアについて考える」を開催

10月29日（土）、本郷キャンパス御殿下記念館ジムナ
ジアムにおいて、学部学生及び大学院学生を対象とした
知の創造的摩擦プロジェクト第一回交流会「キャリアに
ついて考える」が開催された。

交流会の第Ⅰ部は「キャリアについて」、第Ⅱ部は
「人生について」をテーマに、研究者、官公庁、法曹界、
産業界等のグループに分かれて、若手卒業生と学生によ
る活発なディスカッションが交わされた。会の途中、外
国出張から帰国直後の小宮山総長が会場に駆けつけ、激
励の言葉を述べた。
交流会後の懇親会では、交流会で聞き足りなかったこ

と、話し足りなかったことなど、各テーブルに歓談の輪
が広がった。なお、参加者は、若手卒業生102名と、在
学生260名の合計362名であった。

ガイドツアーで実験室に向かう来場者

分光器の説明を興味深く聞く高校生

実験コーナーで楽しむ子供たち

若手卒業生を囲んで語り合う本学在校生達

激励の言葉を述べる小宮山総長
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学生部

平成18年度入学者募集要項配付

平成18年度の本学の入学者募集要項が決定し、11月15

日（火）から入学志願者に交付されている。
募集人員、試験期日、試験場、合格発表日などは次の

とおりである。

＜募集人員＞

＜出願期間＞

平成18年１月30日（月）～平成18年２月７日（火）

＜試験期日＞

前期日程：平成18年２月25日（土）・26日（日）・
27日（月）

後期日程：平成18年３月13日（月）・14日（火）

＜試験場＞

●前期日程

●後期日程

＜合格発表＞

●第１段階選抜合格者発表

前期日程：
合格者発表は、平成18年２月14日（火）13時頃、本

郷地区キャンパスに合格者の大学入試センター試験
「試験場コード」及び「受験番号」を掲示する。

後期日程：
合格者発表は、平成18年３月10日（金）13時頃、本

郷地区キャンパスに合格者の大学入試センター試験
「試験場コード」及び「受験番号」を掲示するととも
に、電子郵便（レタックス）により合格者には「合格
通知書」を、また、不合格者には「不合格通知書」を
送付する。

●合格者発表

前期日程：
合格者発表は、平成18年３月10日（金）13時頃、本

郷地区キャンパスに合格者の第２次学力試験受験番号
を掲示するとともに、合格者には電子郵便（レタック
ス）により「合格通知書」を送付する。

後期日程：
合格者発表は、平成18年３月22日（水）13時頃、本

郷地区キャンパスに合格者の第２次学力試験受験番号
を掲示するとともに、合格者には電子郵便（レタック
ス）により「合格通知書」を送付する。

＜募集要項交付場所＞

●本郷地区

正門、赤門、広報センター（龍岡門）、コミュニケー
ションセンター（赤門脇）、東大生協（安田講堂売店、
書籍部）

●弥生地区

農学部正門
●駒場地区

教養学部正門、東大生協売店

※ 東京大学ホームページからも請求できる。

＜テレホンサービス＞

募集要項の請求方法（郵送）、出願状況（出願者数及
び倍率）並びに追加合格の有無等について、テレホンサ
ービス（電話番号：03-3818-9900）を行う。

募集人員（人） 前期日程（人） 後期日程（人）
文 科 一 類 415 373 42

文 科 二 類 365 327 38

文 科 三 類 485 432 53

理 科 一 類 1,147 1,025 122

理 科 二 類 551 492 59

理 科 三 類 90 80 10

計 3,053 2,729 324

科　類 第２次学力試験試験場
文科一類
文科二類 東京大学 教養学部
文科三類
理科一類

東京大学 法・文・経済・教育・薬
理科二類

医・理・工・農の各学部
理科三類

科　類 第２次学力試験試験場
文科一類
文科三類 東京大学 法学部
理科二類
理科三類
文科二類 東京大学 経済学部
理科一類 東京大学 工学部
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研究協力部

「東京大学稷門賞」授賞式を挙行

平成17年度前期「東京大学稷
門賞」の受賞者が下記のとおり、
安田弘様及び東京電力株式会社
様に決定し、11月８日（火）17

時30分から武田先端知ビル武田
ホールにおいて授賞式が挙行さ
れた。本表彰は、私財の寄付、
ボランティア活動及び援助等に
より、本学の活動の発展に大き
く貢献した個人、法人又は団体
（現に在籍する本学の教職員及
び学生は原則として対象外）に

対し授与するものであり、前期、後期の年２回行ってい
る。授賞式においては、選考結果の報告、各受賞者への
表彰状及び記念品の贈呈があり、その後、総長の挨拶、
受賞者からの挨拶が行われた。また、授賞式に引き続き、
同ビル「ホワイエ」においてレセプションが行われ、受
賞関係者と本学関係者との懇談が和やかな雰囲気の中で
行われた。

◎　受賞者
１　安　田　　弘　様
授賞理由：東洋文化研究所に安田弘氏の祖父である安
田善次郎氏が収集した「安田文庫」旧蔵の『正平版論
語』等重要文化財級の貴重古典籍11点の寄贈。
２　東京電力株式会社　取締役社長　勝俣　恒久　様
授賞理由：大学院工学系研究科にエネルギーの供給か
ら利用にわたる工学研究分野において継続的に寄付講
座（エネルギー極限工学寄付講座（平成２～６年度）、
極限環境材料構造信頼性工学寄付講座（平成９～13年
度）、建築環境エネルギー計画学寄付講座（平成16～
19年度））の設置支援を受け、エネルギー問題に関す
る本学の様々な研究分野の発展に寄与し、同研究科の
研究教育活動に大きく貢献。

研究協力部

第7回東アジア4大学フォーラム開催される

10月28日（金）、第７回東アジア４大学フォーラムが
ソウルで開催された。このフォーラムは、東京大学、北
京大学、ソウル大学校、ベトナム国家大学ハノイ校の４
大学間で、教育、研究をめぐる議論を積み重ねていくこ
とを目的として、1999年より毎年開かれているものであ
る。今年度は「東アジアの持続的開発（Sustainable

Development in East Asia）」を全体テーマとして活発
な議論が展開された。

開会後、まず小宮山宏総長など４大学の学長による基
調講演が行われた。小宮山総長は、21世紀の学術界にと
っては、世界的普遍性と文化的多様性の双方を追及し、
総体として地球環境の持続性に貢献するため、知識の構
造化が必要であることを論じた。続く第1セッションで
は、「東アジアの持続的開発」をめぐる報告および討論
が行われた。本学からは、木村秀雄総合文化研究科教授
（「人間の安全保障と持続的開発」）、横山伸也農学生命科
学研究科教授（「バイオマス・アジア戦略実現のための

安田不動産　顧問・安田弘氏（写真右）
東京電力　取締役副社長・服部拓也氏（写真左）

受賞記念品

フォーラム会場の様子

小宮山総長による基調講演



12 No.1324   2005. 11. 24

R&D」）が報告を行い、セッションの最後に丸山真人総
合文化研究科教授が総括コメントを述べた。第２セッシ
ョンでは、「４大学の役割」をテーマに、本学の内野儀
総合文化研究科教授の報告（'What Is CWP? Academic

Writing Education in the 21st Century'）をはじめ、大
学教育の現状や将来をめぐる議論が交わされた。会議終
了後の晩餐会においては、各大学の学長により、今後の
４大学間の交流への期待が表明された。

なお、会議前日の10月27日（木）には、ソウル大学校
と東京大学の教員間で、教養教育に関する意見交換のた
めの会合が開かれた。本学の古田元夫理事（副学長）、
刈間文俊総合文化研究科教授、木村秀雄教授、丸山真人
教授により、駒場における教育、研究の様々な試みが紹
介されたのち、両大学がともに抱える課題について議論
が交わされた。また、この機会に、ソウル国立大学と東
京大学の国際交流協定の更新協定に両大学の学長が署名
を行った。さらに、新たに高麗大学と東京大学の学術交
流協定が交わされることとなり、高麗大学において両大
学の学長が署名を行った。高麗大学においては、小宮山
総長が知識の構造化などについて１時間程度の講演を行
い、工学部の学生など200人余りが集まった。

研究協力部

平成17年度（後期）東京大学学術研究活
動等奨励事業（国外）の採択決まる

本学大学院学生の国外における研究活動の活性化を図
るため、平成16年度後期より実施された「東京大学学術
研究活動等奨励事業（国外）」に関して、このほど東京
大学学生生活委員会において、平成17年度後期（平成17

年12月～平成18年５月出発）応募者の審査が行われ、63

件の実施計画が採択された。応募者は114名であった。
なお、研究科別の応募及び採択状況は以下のとおりであ
る。

なお従来、募集・選考及び決定は東京大学学術研究奨
励資金実施委員会が行っていたが、同委員会は９月末日
をもって廃止となり、今回の募集から東京大学学生生活
委員会が本奨励事業を引き継ぐこととなった。

教養教育に関する意見交換

研究科名
応募 採用

主な渡航先
者数 者数

人文社会系研究科 12 ６
ペルー、アメリカ、フラン

ス、ドイツ、韓国、ロシア

教育学研究科 ２ ２ 中国

法学政治学研究科 １ １ フランス

経済学研究科 １ １ 中国

総合文化研究科 19 ８ アメリカ、フランス

理学系研究科 16 ８
インド、アメリカ、タイ、

イギリス

工学系研究科 24 13
ギリシャ、カナダ、アメリ

カ、イタリア、タイ、韓国

農学生命科学研究科 14 ７
アメリカ、フィリピン、カンボ

ジア、フランス、タイ、ラオス

医学系研究科 ８ ６
ラオス、モンゴル、

アメリカ

薬学系研究科 ４ ２ アメリカ、フランス

数理科学研究科 ０ ０

新領域創成科学研究科 ８ ５
イギリス、アメリカ、

トルコ

情報理工学系研究科 ４ ３ トルコ、スペイン

学際情報学府 １ １ アメリカ

公共政策学教育部 ０ ０

合　　計 114 63
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学生部

WARRIORS関東リーグ１部昇格！

大学アメリカンフットボールリーグ戦において、昨年
２部降格していた東京大学運動会アメリカンフットボー
ル部（WARRIORS）が、１年で念願の１部昇格を果た
した。
今年はリーグ再編の時期にあたるため、リーグ１位に

なれば１部へ自動昇格、２位は入替戦に出場することに
なっていた。「不動心」をスローガンに掲げ１部昇格に
向けて、熱きリーグ戦が開幕した。
リーグ初戦から５試合を危なげなく勝ち進めてきた

WARRIORSは、決戦の日を６戦目の11月13日、アミノバ
イタルフィールドに迎えた。対戦相手は桜美林大学。そ
れまで４勝１敗とリーグ２位で勝ち進んでいた強豪だ。
当日は、秋晴れのもと絶好のフットボール日和となった。

クウォーターバックで主将を務める樋口（法・４）の
キーププレーで幸先よく先制すると、今年破壊力の増し
たオフェンス陣は次々とパスをヒットさせ、危なげない
試合運びをみせた。第２Ｑ（クウォーター）に敵陣で得
たチャンスでは、湊（法・４）がタッチダウンランをあ
げ、前半を21－３とリードして折り返した。

後半に入っても試合の主導権を渡さないWARRIORS

は、副将・江川（工・４）へのパスが決まってさらに加
点。秋シーズン２桁失点を許していないディフェンス陣
も、鷹本（工・４）や三浦（工・３）らにビッグプレー
が飛び出し、桜美林大学のオフェンスに追加点を許さな
かった。最終第４Ｑには和田（理Ⅱ・２）がこの試合２
本目のタッチダウンパスを決め、さらに試合終了間際に
は鳥巣（法・４）へのタッチダウンパスが決まり、結局
44－３と圧勝した。最終戦を残し６戦全勝で２部Ｂブロ
ックの優勝を決めたWARRIORSは、１部リーグへの自
動昇格となった。

2001年にプレーオフに進出して以来低迷していた
WARRIORSではあるが、今年は下級生の活躍も目立ち、
来年以降の１部での戦いぶりに大きな期待がかかる。

本郷消防署が本学で体験型防災訓練を実施

11月10日（木）、11日（金）の２日間にわたり、本郷
消防署が本学構内で体験型防災訓練を実施した。本郷地
区は住民の高齢化にともなって救助・救援等を手伝う
「若い力」が不足してきているため、災害時には本学学
生が自主的に地域防災貢献活動を行なう機会が増えるこ
とが予想される。今回の訓練は、そのような地域防災貢
献活動に必要な救助・救援の知識・技術を習得するため
に行なわれた。

防災訓練当日は、本学構内の弓道場前道路に様々な体
験訓練コーナーが設置された。もっとも参加者の目を引
いたコーナーは、震度２から震度７までの地震の揺れを
段階的に体験できる「起震車」。恐る恐る起震車に乗り
込んだ学生達は、皆、その揺れの激しさに驚きを隠せな
い様子であった。

昇格をかけた決戦、試合、応援ともに熱が入る

昇格を決め、喜びを爆発させる選手たち

震度７を体験できる「起震車」
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火災の煙の怖さを体験できる「煙体験ハウス」も注目
の的。火事の際、煙を吸わずに上手に避難するための訓
練装置で、ビニール製のハウスの中は迷路になっている。
参加者はもうもうと煙の充満する中を手探りで進み、そ
の怖さを実感していた。

他にも、消火器による消火訓練、応急救護訓練、放水
訓練、チェーンソー操作訓練等、多彩な体験メニューが
用意され、消防職員の皆さんの指導のもと、集まった学
生達は興味津々で参加していた。

第１回駒場キャンパス技術発表会
開催される

生産技術研究所と教養学部で個別に行われてきた技術
発表会が今年より合同になり、駒場キャンパス統一の技
術発表会として10月27日（木）10:00から生研大会議室
（研究実験棟）において開催された。
当日は前田生産技術研究所所長、小島大学院総合文化

研究科副研究科長、高間技術発表会実行委員長の挨拶が
あり、一般講演15件、特別講演１件、誌上発表１件を含
め17件の発表があった。発表者は勤続10年前後の中堅職
員、20年～30年のベテラン職員がほぼ半数ずつであった。
また、新たに、教育実験・演習・実習指導技術等につい
て教養学部からの発表もあった。特別講演は、高い技術
が必要な分野に活路を求め、単品非量産精密加工及び試
作製品製作で活躍されてきた技術者の方の講演であっ
た。どの発表でも質疑、討論が活発に飛び交い、講演時
間も足りなくなる状況が多数見られた。参加者総数は
100名余であった。
恒例の所長賞受賞者は２名。機械・生体系部門の板倉

博さんによる「東大生研海洋工学水槽の改良措置につい
て－計測・制御関連を中心に－」、試作工場の谷田貝悦
男さんによる「放電加工による擬似雌ねじ加工の紹介」
がそれぞれ受賞した。
この発表会が発足したことにより、駒場キャンパスの

全ての部局の技術職員等が自由に発表できる場ができ
た。今後も、「駒場キャンパスの技術職員が協力して企
画・運営を行い、研究支援業務、研究業務の成果を発
信・議論する場」となっていくことであろう。また、キ
ャンパス合同という形態になったことで、技術交流も含
めて、今後もより一層の発展が望めることであろう。本
発表会を開催するにあたり、駒場事業場の皆様から多大
なご協力をいただいたことをここに記して謝意を表した
い。

煙体験ハウスの中は迷路になっている

消火器を使った消火訓練

小型ポンプによる放水訓練

技術発表会風景
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大学院農学生命科学研究科・農学部

富士演習林創設80周年記念行事が無事終了

大正14（1925）年の創設以来80周年を迎えた富士演習林
では、10月19日（水）から24日（月）の６日間にわたりさま
ざまな記念行事が行われた。
初日の19日（水）から23日（日）にかけて開催された

本学の学生によるガイドウォークでは、延べ74名の参加
者が「オリジナル図鑑コース」、「森の管理人コース」、
「クラフトコース」の３つのコースに分かれ、約２時間
の森の散策を楽しんだ。また、22日（土）と23日（日）
には本学の演習林として初めてのオリエンテーリング大
会が開催され、天気に恵まれた日曜日の競技オリエンテ
ーリング大会には106名が参加してタイムを競った。土
曜日の親子オリエンテーリング大会はあいにくの小雨模
様で参加者は５名にとどまったが、全員が３つのステー
ジをクリアし完走証明証を手にした。
最終日の24日（日）は午前中に會田農学生命科学研究

科長、高村山中湖村村長、木村山梨県林務長、河野運動
会理事長など多くの来賓を迎えて、秋晴れの下、山中寮
前の戸外で記念式典が行われた。来賓からは「100周年
をめざしてがんばってほしい」との激励の挨拶をいただ
き、地元や東大運動会との連携をより強めながらさらな
る発展を、との思いを強くした。また、午後には山中湖
村情報創造館で記念講演会が行われ、一連の記念行事の
最後を締めくくった。

大学院教育学研究科・教育学部

教育学部附属中等教育学校で
2005年度第2回三者協議会が開催

10月15日（土）10時から12時まで、教育学部附属中等
教育学校で今年度２回目となる三者協議会が開催されま
した。三者協議会は、生徒、教師、保護者の三者が学校
内のさまざまなテーマについて対等な立場で意見を述べ

合い、改善点を模索するために設置されています。今年
度は６月18日（土）に第１回目の三者協議会が開催され、
「学びの共同体ってなあに？」というテーマで活発な議
論が交わされました。
今回のテーマは「ルールと意識～学校生活における

様々な問題を通して～」。生徒たちからは、全体集会の
時に生徒の私語が多いことや、今年度から新しくなった
上履きのかかとを踏む生徒のマナーの悪さが報告されま
した。そして「先生がそれらの生徒に対してもっと厳し
くすべきである」という意見が出されました。
しかし一方で、教員からは「生徒を教師がしかるのは

簡単。なぜ友だち同士で注意しあうことができないのか」
という意見が出され、また保護者からも「ルールは守ら
せるものなのか？　皆が気持ちよく過ごすためのもので
はないか。そのためには、先生と生徒のコミュニケーシ
ョンの場をもっと増やしてほしい」といった発言が出さ
れました。また、一部の保護者からは、子どもの下校時
刻が遅くて大変に心配していることが指摘され、部活動
が行われる場合の学校側の対応や、生徒同士の意識がど
うであるかなどの話し合いが行われました。
最後に、草川剛人副校長は「三者協議会は、三者によ

る認識の場である。ここで出された問題を解決していく
ためには、今回の話し合いの結果を三者で持ち帰り、そ
れぞれのグループの中から運動を起こしていく必要があ
る」と述べ、その話し合いの結果を、次回の三者協議会
で報告し合うことが確認されました。

大学院教育学研究科・教育学部

教育学部附属中等教育学校
「ピアノと講演のつどい」

11月５日（土）午後、附属学校大教室において、
PTA文化委員会主催で日韓友情年2005にちなんで「ピ
アノと講演のつどい」が行われ、120名を越える保護
者・生徒・職員が聴講しました。

間伐の方法を習う「森の管理人コース」の参加者 三者協議会の様子
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第１部「ピアノ演奏」では、本校５年生の内田一也君
がショパンの「バラード３番」、「ふるさとの春」、冬の
ソナタでおなじみの「最初から今まで」、「アリラン」を
演奏しました。
第２部「在日を生きるとは」では神奈川大学教授の尹

健次（ユン・コォンチャ）先生の講演が行なわれました。

先生は、まず、京都での幼少時代のこと、本学大学院
で学ばれたこと、民間企業で10年間お勤めになった後、
教員となられたことなどを話されました。そして、「青
年時代までは自分で選択できないことが多々あったが、
後半生は『自分で生きている』という実感がある」と述
べられました。さらに、話題は「日本と韓国・朝鮮」と
いう大きなテーマへと移りました。
「戦後の日本の最大の問題は『アジアとの問題』であ

り、すぐ隣にある『朝鮮との問題』である。一国の歴史
教育は、その時代の国際的な理解と認識のうえに行なわ
れるため、教育を受けてきた人々に責任はないかもしれ
ない。しかし、日本の歴史教育を受けてきた人々が中国
人・韓国人と話をすると、話が噛み合わないことがある。
1910年から1945年の間に、朝鮮の全国民の10％、約240

万人が日本に強制連行されたこと、国会議事堂・東海道
線・羽田空港・数多くのダムの建設などに多くの朝鮮人
が関わったことを多くの日本人は知っているだろうか」。
先生は以上のように述べられたうえで、『日本の歴史用
語と朝鮮の歴史用語を対比した正誤表』を提示され、戦
後の日本の歴史教育において、「歴史用語の置き換え」
があったことを指摘されました。
最後に、先生は「これからも日本と朝鮮は隣国である

ことを意識して仲良くしていくべきである。仲良くする
ためには、いろいろと方策を考えて、やってみることが
大切である。相手の弱さを認めることができれば、たと
え自分が弱い人間であっても相手を思いやる過程で強い
人間になれるだろう。皆さんも、これからは、より強く
生き、しっかり生きていってほしい」と強調して話を結
ばれました。

大学院公共政策学連携研究部・公共政策学教育部

国際交通政策研究ユニット（ITPU）発足
のお知らせ

このたび、公共政策大学院に国際交通政策研究ユニッ
ト（ITPU）が発足しました。ITPUは、グローバル化と
地域主義が同時に進行する21世紀にふさわしい国際交通
システムのあり方に関する研究を推進し、新しい政策形
成や学生の指導教育に資することを目的として、平成17

年10月にスタートしました。
ITPUでは国際交通システムに関する制度の調査、経

済分析、制度見直しを考慮したインフラのあり方等に関
する研究を行います。また、国際的なシンポジウム、学
内セミナー等を開催し、国際的なフォーラム機能を担い
ます。さらに、国際交通政策ディスカッション・ペーパ
ー・シリーズの刊行、ホームページの設営等により、知
識創造・情報発信機能の向上にも取り組みます。

12月15日（木）には、第１回の公開セミナーと設立記
念祝賀会を開催します。

問い合わせ先：
公共政策大学院ITPUセミナー事務局（大下・木村）
内線：21324 E-mail：itpu@pp.u-tokyo.ac.jp

http://www.pp.u-tokyo.ac.jp/ITPU/seminar/index.htm

医科学研究所

医科学研究所動物慰霊祭行われる

11月10日（木）12:00から、医科学研究所敷地内の動物
慰霊碑前で、平成17年度動物慰霊祭が執り行われた。医
科学研究所では医科学の発展のため貴重な知見を与えて
くれた実験動物が研究所の発展に大きく寄与している。

当日は、山本雅所長から慰霊の言葉が述べられ、甲斐
知惠子実験動物研究施設長から１年間の動物実験につい
ての概要報告があり、引き続いて参列者全員が尊い動物

講演する尹健次先生

動物慰霊碑前で献花する山本所長
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の御霊に思いをいたし、献花がしめやかに行なわれた。
動物を利用した研究に従事する研究者を中心に250名を
超える教職員・大学院生等が参列し、滞りなく終了した。

分子細胞生物学研究所

分子細胞生物学研究所動物慰霊祭
執り行われる

第８回「分子細胞生物学研究所実験動物慰霊祭」は10

月25日（火）11:00より、農学部附属家畜病院奥の動物
慰霊碑前において執り行われた。当日は秋晴れの空の下
111名の参列者があり、宮島所長の挨拶、内藤動物実験
委員長からの一年間の動物実験概要の報告、引き続いて
教職員・学生等参列者による焼香がしめやかに行われ
た。
分生研では研究所本館地下のＳＰＦマウス実験施設及

びウサギ飼育室、本館玄関前の新動物舎、そして生命科
学総合研究棟地下の実験動物施設を利用して、多くの教
職員・学生等が遺伝子改変マウスの作製及びその解析、
抗癌剤の評価、神経系や造血系の初代培養細胞の分離、
タンパク質の精製、抗体の作製などの目的で実験動物を
使用している。その数は過去一年間にマウス約14000匹、
ラット36匹、ウサギ10羽にも上り、これらの動物実験で
得られた新しい知見は、既に学会や学術論文に発表され、
それぞれの専門分野において高く評価されている。
分生研における動物実験は今後、ますます盛んに行わ

れていくと思われるが、「動物の愛護及び管理に関する
法律」（昭和48年）、「実験動物の飼養及び保管等に関す
る基準」（昭和55年）を遵守し、東京大学動物実験実施
マニュアル並びに本研究所の動物実験規則に基づいて、
必要最小限の動物による最大限の研究成果が挙げられる
よう努めていきたい。ここに、分生研の研究活動のため
尊い命を捧げてくれた動物達の御霊に感謝と追悼の意を
表するとともに、関係者各位のなお一層の努力を求める
ものである。

附属図書館

留学生向け図書館ガイダンスを開催

秋季入学の留学生向けに総合図書館・情報基盤センタ
ー共催の図書館ガイダンスが開催された（10月12、13日
ほか）。はじめて、部局の新入生オリエンテーションと
連携した形で行い、工・文・農の留学生をはじめ自由参
加を含め６回で計54名の参加があった。
ガイダンスは英語または日本語により行い、総合図書

館から、衛星放送や外国新聞、留学生向け図書、コンピ
ュータの利用、部局図書館でのサービスなど図書館利用
案内を、データベース講習会ではOPAC（オンライン目
録）やGACoS（電子的学術情報ゲートウェイ）など基
本的なデータベースの使い方を紹介した。
留学生達からは総合図書館の歴史ある雰囲気にも感銘

を受けた様子がうかがえ、活発な質問もあり、このガイ
ダンスが今後の大学生活に活かされることが期待され
る。

動物慰霊碑前で献花する教職員

焼香をする参列者達

データベース講習会

号数 原稿締切日 発行日 配布日

1325 学生生活実態調査特集号（予定）
1326 12月７日（水） 12月14日（水） 12月20日（火）
1327 １月４日（水）１月11日（水）１月17日（火）



19No.1324   2005. 11. 24

掲 示 板

情報基盤センター

ICカードによる出欠席管理システムの開発

情報基盤センタ
ー情報メディア教
育部門は、東京大
学ユーティリティ
カード（UTcard、
ICカード機能付き
学生証・教職員
証）のIDをハンデ
ィターミナルで読
み取る事で採取し
た学生の出欠情報を学習管理システムCFIVEで管理す
る、ICカードによる出欠席管理システムを、NTTコミ
ュニケーションズ、DENSOとの三者で共同開発した。
本システムでは、授業中に教員やＴＡがハンディター

ミナルという小型の端末を用いて、UTcardから全学共
通ID（通称:共通ID）を読み取る。授業終了後、ハンデ
ィターミナルを専用の通信ユニットに置いて簡単な操作
をするだけで、授業への学生の出席情報は学習管理シス
テムCFIVEに登録される。

CFIVEにログインする事で、教員やTAは受講した学
生の授業毎の出席状況を管理する事ができ、また、学生
はどの授業に出席したかを確認する事ができる。

本システムは、学術俯瞰講義での授業の出席管理で採
用され、本年10月から教養学部の協力の下で実験的に利
用されている。出欠席管理システムを利用したいとの要
望が多数あれば、来年度以降学内向けのサービスとして
システムを公開する事も検討している。
（問い合わせ先）
情報基盤センター情報メディア教育部門CFIVE担当
c5-support@mm.itc.u-tokyo.ac.jp

総務部

山上会館・山上会館龍岡門別館の冬季期間の
休館について

山上会館・山上会館龍岡門別館では、下記のとおり休
館とさせていただきます。

休館日：12月28日（水）～１月３日（火）

大学院理学系研究科・理学部

平成19年度大学院理学系研究科
・物理学専攻修士課程入学試験について

平成19年度より、物理学専攻修士課程入学者選抜方法
が変わります。英語の選抜試験を廃止し、替わって出願
時にTOEFLのスコアの提出を求めます。これにともな
い、筆記試験は以下のようになります。
・数　学　２題
・物理学　４題（必修３題、選択３題のうち１題を選択）

＜TOEFLスコアについて＞
Examinee's Score Record のコピー
（願書と一緒に提出すること）

Official Score Report

（ETSから東京大学大学院理学系研究科に
直接郵送されます）

東京大学大学院理学系研究科物理学専攻のTOEFLコ
ード番号は8863です。Official Score ReportはETSから
東京大学大学院理学系研究科に直接郵送されますので、
TOEFL受験の際には解答用紙にこのコード番号を記入
して下さい。これまでに受験したTOEFLのスコアレポ
ートが必要な場合はScore Report Request Formにコー
ド番号を記入して下さい。（注：東京大学9259と理学系
研究科8002－01では請求しないこと）
スコアの有効期限は２年間ですので2004年９月１日以

降に受験したものに限ります。大学院入試までの間に開
催されるTOEFLの試験は回数が限られています。スコ
アが送られてくる時期を考慮の上、受験してください。

UTcardを読み取る様子

CFIVEによる出欠席管理

お知らせ

お知らせ
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大学院理学系研究科・理学部

スペクトル化学研究センターシンポジウム
「生命とスペクトル」開催

理学系研究科附属スペクトル化学研究センターでは、
下記のとおり公開シンポジウムを開催します。このシン
ポジウムでは、理学系研究科に所属される先生に、物
理・化学・生物の学問の垣根を超えて「生命とスペクト
ル」についての最新の研究成果をわかりやすくご講演い
ただきます。また、講師のグループによるポスター発表
も行います。講演の終了後に簡単な懇親会も予定してい
ますので、ぜひご出席ください。

主催：理学系研究科附属スペクトル化学研究センター
日時： 12月３日（土）
場所：理学部化学教室講堂（理学部化学本館5階）

プログラム：
開会の辞　k口　宏夫

（スペクトル化学研究センター長）
10:00～10:45 梅澤　喜夫（化学専攻）

生きた単一細胞内の情報伝達過程を可視化検出する
光プローブ

10:45～11:30 中野　明彦（生物科学専攻）
カラーライブイメージングによる細胞内トラフィッ
クの謎解き

11:30～12:00 岩田　耕一
（スペクトル化学研究センター）

時間分解分光法で観測する化学反応：現状と可能性
12:00～13:00 昼休み
13:00～13:45 桑島　邦博（物理学専攻）

緑色蛍光蛋白質（GFP）のフォールディング
13:45～14:30 橘　和夫（化学専攻）

低分子天然物の構造解析と生体高分子との認識にお
けるスペクトル化学

14:30～15:00 小林　昭子
（スペクトル化学研究センター）

赤外線領域に電子吸収極大を持つ単一成分分子性金
属結晶

15:00～15:30 コーヒーブレーク
15:30～16:15 k口　宏夫（化学専攻）

空間と時間を分解した分光学：分子から細胞まで
16:15～17:00 山本　正幸（生物化学専攻）

メッセンジャーRNAの安定性を介した減数分裂の
制御機構

閉会の辞　小林　昭子
（スペクトル化学研究センター教授）

17:00～18:30 懇親会
（懇親会費は、一般2,000円、学生無料です。当日会場
にて申し受けます。）

申込み：特に事前申し込みは不要です。参加無料です。
問い合わせ先：
理学系研究科附属スペクトル化学研究センター
岩田耕一
電話：03-5841-4600

E-mail：iwata@chem.s.u-tokyo.ac.jp

大学院情報学環・学際情報学府

総合分析情報学コースの設立について

大学院学際情報学府（学府長：花田達郎）は、下記の
通り、平成18年度より新しく「総合分析情報学コース」
を設立します。本総合分析情報学コースは、主にコンピ
ュータサイエンスやコンピュータネットワークの基礎
を、例えば情報科学・工学分野や電気電子工学分野、通
信工学分野における教育や業務を通じて習得した者を対
象として、コンピュータサイエンスをベースとして大量
のデジタル情報を分析する分析情報学の学際的な専門教
育を実施します。具体的には、例えば、コンピュータネ
ットワーク上の各種情報の断片の集合からコンピュータ
ネットワークシステムの脆弱性や防御策を明らかにする
手法、合成開口レーダー衛星等の観測衛星から得られる
膨大なデジタル情報の解析などを実践します。こうした
現実社会に深く関わる技術課題に興味を持ち、実社会に
おいてCIO（Chief Information Officer）等として公共
政策やビジネス展開を担える人材並びに、分析情報学及
び計算機科学の研究者を育成します。
本コースは平成18年４月より設立される予定のため、

平成18年１月に入学試験を実施します。受験者のための
入試要項及び案内は本年11月初旬より、インターネット
等を介して配布しています。なお、入試等に関する情報
は、大学院情報学環・学際情報学府のWebページを参照
してください。

1．「総合分析情報学コース」概要
■修士課程

●募集数 約20名程度（社会人特別選考枠若干）
●入試日程 平成18年１月14日（土）（筆記試験）、

15日（日）（口述試験）
■博士課程

●募集数 約８名程度
●入試日程 平成18年２月11日（土）（口述試験）

掲 示 板

お知らせ

シンポジウム・講演会



■担当（予定）教員

坂村健教授、玉井哲雄教授、越塚登助教授、
中尾彰宏助教授、他
※平成18年度４月開設のため、担当教員が一部決まっ
ておりません。

2．設立記念シンポジウム及び入試説明会
■第一回（開催済）

●日時：11月26日（土）14:00～16:00

●場所：法文２号館１番大教室（本郷キャンパス）
■第二回

「大学院学際情報学府総合分析情報学コース」説明会
●日時：12月14日（水）15:00～16:00

●場所：
東京国際フォーラム（有楽町）地下２階
［展示ホール］TRONSHOW2006 会場内シアター１
〒100-0005 東京都千代田区丸の内３－５－１
ＪＲ・地下鉄有楽町駅より徒歩１分／
ＪＲ東京駅より徒歩５分

●申込み方法：http://www.tron.org/show.html

上記アドレスのシアタースケジュールをご覧のうえ、
来場者事前登録のページから、お申し込みください。
●問い合わせ先：infoanalysis@iii.u-tokyo.ac.jp

■第三回 12月中旬開催予定

募集要項等、最新の詳細情報は以下のWebページを
ご覧ください。http://www.iii.u-tokyo.ac.jp/

空間情報科学研究センター

ArcGISサイトライセンス導入のお知らせ

空間情報科学研究センターでは、GISソフトウエア：
ArcGISのサイトライセンス（ESRIジャパン社）を導入
しました。本学に所属する方でかつ本学内であれば、サ
イトライセンスに含まれる所定の製品を利用することが
できます。授業や演習など教育目的だけでなく、研究目
的での利用も可能です。
本サイトライセンスの利用を希望される方は、ホーム

ページをご覧下さい。http://sls.csis.u-tokyo.ac.jp/

※一部ページは学内からのみ閲覧可能となっています。

本サイトライセンスに含まれる製品は以下の通りです。
・ArcGIS Desktop（ArcView、ArcInfo、エクステン
ションを含む）（Ver 8、Ver 9どちらも入手可）

・ArcInfo Workstation ・ArcIMS ・ArcSDE

・ArcGIS Server  ・ArcPad  ・数値地図変換ツール
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お知らせ

本サイトライセンスをご利用いただき、皆様のご研究、
教育活動の幅が広がることを期待しています。皆様のご
利用をお待ちしています。

空間情報科学研究センター

第１回空間情報科学研究センターGIS講習会
「はじめてのArcGIS」

この度、サイトライセンスを提供していますArcGIS

の講習会を企画しました。今回は特に初心者を対象とし
て、GISとはどんなことができるのかを実習を通して学
んでいただきます。是非ご参加いただき、当センターの
サービスを研究にご活用ください。

●日時：12月15日（木）10:00～16:00

●場所：柏キャンパス 総合研究棟４階
470号室（４センター共有会議室）

●講師：古橋　大地
（空間情報科学研究センター　研究支援推進員）

●対象：ArcGIS9をはじめて使う方
（但し MS-EXCEL を使ったことがある）

●内容：ArcGIS9の基本操作とCSIS提供サービスを実習
を通して学ぶ。

●費用：無料
●募集人数：定員20名（定員になり次第、締め切ります）
●申込み資格：本学所属の学生・教職員にのみ限定
●申込み/問い合わせ先：training@csis.u-tokyo.ac.jp

氏名、所属、内線、メールアドレスを添えて上記アド
レスまでご連絡ください。

保健センター

年末年始の診療日程のお知らせ

年末年始は下記のとおり業務を行います。

お知らせ

お知らせ

本郷支所 駒場支所 柏支所
12／26（月）

通常通り 通常通り
12／27（火） 午後休診
12／28（水） 午後休診 午後休診
12／29（木）

休診
～１／３（火）
１／４（水） 午前休診

午後休診 午後休診
１／５（木） 午後休診
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本部職員を対象に家族参観を実施

11月９日（水）に、プロジェクトK家族参観チー
ムは職員の家族に職場を見学してもらう家族参観を
実施しました。今回は本部から２組のご家族に参加
していただきました。当日は、天候に恵まれ、本郷
キャンパスの美しさを満喫するには絶好の日和とな
りました。
ツアーは15時に赤門に集合し、図書館、IML（イ

ンテリジェント・モデリング・ラボラトリー）、安
田講堂などを見学してから、本部棟に行くというコ
ース。IMLでは、３Dメガネをかけてスクリーンを
みると立体的にみえるという実験装置を使って、空
中散歩を楽しみました。
本部棟では、まず初めに、総長室を見学しました。

今回は幸運にも豪華な応接セットに座りながら、総
長のお話しを伺うことができました。
総長室では

さすがに緊張
していた職員
も、それぞれ
の職場にいく
とはりきって
家族を案内し
ていました。
ご家族は職場
の方々が用意してくださった飲み物やお菓子を召し
上がりながら、職員のデスクに座ったり書類の山を
みて驚いたりしていました。

２時間とい
う短い時間で
したが、家族
の中で新しい
コミュニケー
ションが生ま
れるきっかけ
となれば幸い
です。最後に、
ご参加いただ

いた皆様、ご協力いただいた総長および秘書室の皆
様、図書館、IML、各職場の皆様に心より御礼申し
上げます。

（プロジェクトK－12家族参観チーム）

※プロジェクトKとは
本部の若手職員を中心に、既存の部課組織では取

り組みにくいサービスを実施するというプロジェク
ト。家族参観チームでは、「東京大学が職場である
こと」に誇りをもてるようなきっかけ作りとして、
家族参観の実施を目指しています。

総長室にて、総長と一緒に記念撮影

職場見学の様子：総務部広報課にて
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行事名 日時 場所 連絡先・ＨＰ等

第106回オルガン演奏会
※1323号参照

12月1日（木）
18:30～ 教養学部900番教室 大学院総合文化研究科・教養学部オルガン委員会

http://organ.c.u-tokyo.ac.jp

大学院総合文化研究科国際社会科学専攻
http://www.c.u-
tokyo.ac.jp/jpn/topics/contents/kiss20051203.html
E-mail:shakai@waka.c.u-tokyo.ac.jp 

大学院理学系研究科
附属スペクトル化学研究センター
http://www.chem.s.u-tokyo.ac.jp/%7Espectrum/sympo.html

大学院総合文化研究科・教養学部　国際研究協力室
03-5454-6827
http://www.cpas.c.u-tokyo.ac.jp/indexjpn.html

東洋文化研究所
http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/
池本幸生　03-5841-5877

東洋文化研究所
http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/

東京大学運動会総務部
03-5841-2510
http://www.undou-kai.com/
生物生産工学研究センター　山根久和
03-5841-3067
E-mail: ayamane@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp
http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/biotec-res-ctr/

http://www.p.u-tokyo.ac.jp/sokutei/

空間情報科学研究センター
04-7136-4291
training@csis.u-tokyo.ac.jp

公共政策大学院　（担当：大下、木村）
03-5841-1324（内21324）Mail: itpu@pp.u-tokyo.ac.jp
http://www.pp.u-tokyo.ac.jp/ITPU/seminar/index.htm
東洋文化研究所図書室
03-5841-5893
http://institute.ioc.u-
tokyo.ac.jp/̃library/news/asia_lecws.html

東京大学運動会総務部
03-5841-2510
http://www.undou-kai.com/

東洋文化研究所
http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/
池本幸生　03-5841-5877

愛知演習林
http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/aichi/sympo2006.html

駒場キャンパス
数理科学研究科大講義堂

理学部化学教室講堂
（理学部化学本館5階）

教養学部（駒場）18号館ホール

東洋文化研究所3階大会議室

東洋文化研究所3階大会議室

戸田橋艇庫

弥生講堂一条ホール

理学部1号館　小柴ホール

柏キャンパス　総合研究棟4階
470号室（4センター共有会議室）

公開セミナー:法学政治学系教
育総合棟101号室
祝賀会:山上会館1階談話室

東洋文化研究所

駒場第一体育館剣道場

東洋文化研究所3階大会議室

瀬戸蔵2階つばきホール（1月
28日）東京大学愛知演習林赤津
宿泊施設講義室（1月29日）

12月3日（土）
13:30～

12月3日（土）

12月3日（土）午後
4日（日）午前

12月7日（水）
18:00～

12月9日（金）
13:30～

12月10日（土）

12月12日（月）
13:00～

12月12日（月）
12:30～

12月15日（木）
10:00～

12月15日（木）
公開セミナー 14:40～
設立記念祝賀会 18:30～

12月16日（金）
10:00～

12月18日（日）

12月26日（月）
15:00～

1月28日（土）、
29日（日）

シンポジウム
「日本政治の現在形―小泉／ポスト小泉」

スペクトル化学研究センターシンポジウム
「生命とスペクトル」
※20ページ参照

アメリカ太平洋地域研究センター
「2005年日豪シンポジウム」

第112回東文研セミナー
「地域をつなぐ：なぜ地域研究者が東ティモールのコ
ーヒーを売り歩いているのか」

平成17年度第４回東文研シンポジウム
Community-Building and Dynamics of International
Politics in East Asia 

水上運動会（ボート）
※1322号参照

生物生産工学研究センターシンポジウム
「イネにおける病害抵抗性研究の現状と課題」
※1322号参照

教育測定・カリキュラム開発（ベネッセコーポレーシ
ョン）講座　公開講演会
※1323号参照

第１回　空間情報科学研究センター GIS講習会
「はじめてのＡｒｃＧＩＳ」
※21ページ参照
公共政策大学院国際交通政策研究ユニット(ITPU)
第１回公開セミナー
国際交通政策研究ユニット(ITPU)設立記念祝賀会
※17ページ参照

アジア古籍保全講演会＆ワークショップ
※1322号参照

ダンス講習会
※1322号参照

第113回東文研セミナー
「哲学からみたセン－＜権利目的説＞と＜厚生判断の
情報的基礎＞―」
第２回　愛知演習林シンポジウム
－緑のダム研究の最前線と市民・行政・研究者の協
働－
※1322号参照

ものづくり経営研究センター
03-5841-2272
http://www.ut-mmrc.jp/topics/yose.html
教養学部社会連携委員会「公開講座」担当係
03-5454-6637
http://www.c.u-
tokyo.ac.jp/jpn/kyoyo/koukai2005winter.html

総合研究博物館
ハローダイヤル 03-5777-8600
http://www.um.u-tokyo.ac.jp

大学院総合文化研究科・教養学部　駒場博物館
03-5454-6139

生産技術研究所　総務課広報企画係
TEL 03-5452-6017～8
http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/announce/

医学部教務係　03-5841-3308
http://www.m.u-tokyo.ac.jp/

総合研究博物館
ハローダイヤル 03-5777-8600
http://www.um.u-tokyo.ac.jp

総合研究博物館
ハローダイヤル 03-5777-8600
http://www.um.u-tokyo.ac.jp

三菱ビルコンファレンススクエ
アエムプラス
（東京駅丸の内南口）

教養学部11号館2階1106教室

総合研究博物館本館

駒場博物館

生産技術研究所　駒場リサーチ
キャンパス総合研究実験棟
（An棟）3階大会議室

医学部教育研究棟14階
鉄門記念講堂

総合研究博物館本館

総合研究博物館内　講義室

10月～3月

10月14日（金）～
2月10日（金）

10月15日（土）～
4月16日（日）

10月29日（土）～
12月9日（金）

11月25日（金）～
1月27日（金）
各金曜日　18:00～

11月1日（火）～
12月13日（火）
各火曜日15:00～

11月26日（土）～
4月16日（日）

11/28（月）～
12/2（金）
15:00～17:00

21世紀COE ものづくり経営研究センター
「ものづくり寄席」

公開講座「高校生のための金曜特別講座」
（冬学期）
※1319号参照

「重井陸夫博士コレクション　ウニの分類学」展

展覧会「form_raum_idee－デッサウのバウハウスとハ
レのブルク･ギービヒェンシュタイン美術デザイン大
学、世界の現代デザインを切り開いた二つの美学校－」
※1321号参照

第32回生研イブニングセミナー
「環境に優しく、安心・安全で、快適な交通の未来に
向けて」

医学序論連続講座「医の原点」

特別展示
『アフリカの骨、縄文の骨―遥かラミダスを臨む』展

公開講座
『標本は語る―自然の体系をめざして』
※1322号参照

行事名 開催期間 場所 連絡先・ＨＰ等



大学とイベント

大学にイベントはふさわしい活動か。逆に、

大学はイベントに適した場所か。

大学構内においてもここ数年、シンポジウム

や講演会といったイベントを目にする機会が増

えたように思われる。研究業績を広く目に見え

る形で社会に問うことが求められるようになっ

たことが、この機会を増加させ

ている。また、社会の側からの

発信を大学の側で受け止めるチ

ャネルが多くなったことも、こ

のイベントの企画を増やすこと

につながっている。そして、こ

れらのイベントをイベントらし

くしているのは、いつもと違っ

た人々と著名人を迎えて、多く

の学内外の人が集うなかで、華やかにことを運

ぶという点にあろう。

しかし、イベントの準備には、いつも以上の

時間と人手を必要とする。日々の営みの積み重

ねに多くを依存する研究・教育という作業をそ

の中核においた大学という組織に、そんなイベ

ントはふさわしい活動なのか。また、照明や映

像などの機器を備え、イベントにより彩りを与

えてくれそうな施設は、大学以外にも数多くあ

る。これらの機器や環境が完備しているとはい

えない大学は、果たしてイベントを行うのに適

した場所なのであろうか。

若干の留保はあるかもしれないが、それでも

大学とイベントは決して相性の悪いものではな

いと思う。イベントは、大学という場において

産出された新しい知識や情報を発信し、また受

信する機会として意味を持つばかりではない。

むしろ、イベントに集う人々は産

出された知識を求めてだけではな

く、その知識を産出した人々の姿

を見、その生まれ出る場の物語を

聴くことを期待しているのかもし

れない。そこでは、公的な場で思

わず垣間見せる研究者や著名人の

私的な顔によって、客観化された

知識や情報はその陰影を深くする。

何かわくわくするような新しいことが起こっ

ている場として大学を開かれた形で表現するこ

と。ロジスティックスがやっかいではあるもの

の、日常から少しだけ離れたイベントは、時々

これを可能にしてくれるように思われる。

田辺　国昭（大学院公共政策学連携研究部）

（淡青評論は、学内の教職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

この「学内広報」の記事を転載・引用する場合には、事前
に広報委員会の了承を得、掲載した刊行物若干部を広報委員
会までお送りください。なお、記事についての問い合わせ及
び意見の申し入れは、総務部広報課を通じて行ってください。

No. 1324 2005年11月24日

東 京 大 学 広 報 委 員 会
〒113－8654 東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務部広報課　1 03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
ホームページ http://www.u-tokyo.ac.jp/index_ j.html
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